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○津山圏域衛生処理組合汚泥再生処理センター施設整備委員会設置要綱 

平成２６年１１月２５日 

津山圏域衛生処理組合告示第４号 

（目的及び設置） 

第１条 津山圏域衛生処理組合汚泥再生処理センターの設計，建設及び運営を一括して行う

事業者（第３条において「事業者」という。）の選定を適正かつ公平に実施するため，津山

圏域衛生処理組合汚泥再生処理センター施設整備委員会（以下「委員会」という。）を設置

する。 

 （委員） 

第２条 委員会の委員は，８人以内とし，次の各号に掲げる者のうちから管理者が委嘱又は

任命する。 

 ⑴ 学識経験を有する者 

 ⑵ 関係行政機関の職員 

 ⑶ 前２号に掲げる者のほか管理者が特に必要と認める者 

２ 委員の任期は，委員の委嘱又は任命の日から第１条の目的達成の日までとする。ただし，

公職にあることにより委嘱され，又は任命された委員の任期は，その公職にある期間とす

る。 

 （任務） 

第３条 委員の任務は，次の各号に掲げる事項について意見を述べることとする。 

⑴ 事業者の選定に関すること。 

⑵ 事業者の募集及び審査に関すること。 

 ⑶ その他管理者が必要と認める事項 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長各１人を置き，それぞれ管理者が指名する。 

２ 委員長は，会務を総理する。 

３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，その職務を代理する。 

 （会議） 

第５条 委員会の会議（以下「会議」という。）は，委員長が招集し，その議長となる。 

２ 会議は，非公開とする。 

 （守秘義務） 

第６条 委員会の委員は，職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職務を退いた後
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も，同様とする。 

 （事務局） 

第７条 委員会の事務局は，津山圏域衛生処理組合に置く。 

 （その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が委員会

に諮って定める。 

   付  則 

 この要綱は，公示の日から施行する。 


